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We performed shipboard observations using a whole-sky camera and a ceilometer between Japan and Antarctica from 
November 2016 to April 2017. We estimated the cloud fractions and investigated the characteristics of clouds over ocean. As a 
result, it is found that the temporal variations of cloud fractions are similar to each other. In future, we will perform a 
validation with satellite observation. 
 
	 雲は冷却効果と加熱効果の相反する性質をもつ。これらの大きさは、雲量や高度などに依存しており、地球の気

候変動予測の大きな誤差要因となっている [IPCC, 2013]。しかし雲は時空間変動が大きく、形状や分布も多種多様
であるため、特に観測サイトの少ない海上では、長期観測データが蓄積されているとは必ずしも言えない。そのた

め、船舶による定期的な雲の観測は、地球全体の雲の動態を把握する上で重要な役割を果たす。そこで本発表では、

船舶搭載型全天カメラと雲底高度計、目視による観測データの解析に基づき、海上における雲の分布について報告

する。 
	 南極観測船「しらせ」に全天カメラと雲底高度計を搭載して観測を行った [Kuji et al., 2016]。全天カメラは、デ
ジタルカメラ（NIKON D7000、株式会社ニコン）と円周魚眼レンズ（4.5mm F2.8 EX DC Circular Fisheye HSM、株
式会社シグマ）を用いて天空全体を撮影するものである。観測時間間隔は 5 分、また観測期間と事例数は第 58 次
南極観測（以下、JARE58と記す）では 2016年 08月 29日から 2017年 04月 12日迄の 64810事例である。この全
天カメラ観測画像から、空の状態の識別手法 [Yoshimura and Yamashita, 2013] を用いて雲量を推定し、海上におけ
る雲の分布について調べた。ただし、氷海域では地表面アルベドの違いにより雲量推定式の係数の設定が別途必要

になるため、太陽高度依存式 [Kuji et al., in revision] を用いて解析を行った。次に、雲底高度計は、レーザー光を射
出し、雲底で反射された信号を受信するまでの時間によって雲底高度を決定する測器である（CL51、Vaisala社）。
観測時間間隔は 36秒、期間は JARE58では 2016年 11月 01日から 2017年 03月 22日、事例数は 210869である。
雲底高度については雲底高度計の観測システムに付随のソフトウェアの出力値をそのまま採用し、雲底高度が検出

された回数を全観測回数で割り雲量を求めた。また、目視による雲量の観測時間間隔は 1時間、期間は JARE58で
は 2016年 11月 11日から 2017年 04月 10日、事例数は 3605である。 
	 図 1に JARE58の雲底高度計と目視による観測データの解析結果を示す。この図から、それぞれの雲量の変動は
おおむね一致していることが分かる。また、初期解析の結果、相関係数は 0.87と強い正の相関を示した。 

 Figure 1. Temporal variation of daily-averaged cloud fractions in JARE 58. Solid and dashed lines 
correspond to the ceilometer and the visual observations, respectively. 
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  今後は、全天カメラから推定された雲量について、その航路上の特徴について調べる。また、各測器および各航
海の雲量の変動の比較検証や人工衛星観測データ等との比較検証を行う予定である。 
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